
























































































































































































































































被災地では命を救うタイム リミッ トのフェース l
の時期に、医療DMATが派遣されるが、この時期
にはそれと同じくらい公衆衛生DMATの派遣が必
要ではないだろうか。生活者としての被災者の安全
と健康管理を担う、健康危機管理の指導者とその
チームは必須である。
・派遣職種と派遣人数の決定
8 おわりに
今回、大阪市からは保健医療従事者や事務職等が計
134名、被災地支援に赴いた(消防やその他の事務職員
は除く )0tこころのチームJは別チームとして被災地支
援にあたったが、現地では身体的な支援の中でこころの
問題が明らかになってくる ことも多かった。災害の種類・
規模 ・時期等によって支援チームの職種や人数は異なっ
てくるのであろう。
また、大阪市の職員はこの貴重な体験において、命の
大切さを改めて考えさせられたことであろう。この体験
をもう一度自分自身の中で振り返り、今後の災害に備え
自分たちに何ができるのか、 何をすべきなのか考えてい
く必要がある。
一方、大規模災害では自治体そのものが壊滅状態で機
能しないため、被災状況が把握できず、災害規模の大き
い地域ほど支援要請が届きにくいという情況が生じてい
る。このような際、情報をいかに把握し誰が中心となっ
て支援の有無を判断し、また現場指揮をとっていくのか
は、今後の大きな謀題であろう。
被災地の復興には数十年かかると言われている。改め
てお亡くなりになられた方のご冥福と、一日も早い復興
をこころよりお祈り申し上げます。
